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指導時数 3 4 2 5 2 3 4 2 5 5 4 5 4 5 2 6 3 3 3 70

ア ○ ◎ ◎ ◎ ◎

イ ○ ◎ ◎

ウ ◎

エ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

ア ○ ○ ○ ○

イ ○ ○

ウ ○我

が

国

の

言

語

文

化

に

関

す

る

事

項

(3) ア ◎

3 4 0 5 0 0 0 2 0 5 0 0 4 0 2 0 0 3 3 31

ア ◎ ◎ ◎ ◎

イ ◎ ○ ◎

ウ ◎ ◎

エ ◎ ○ ○

オ

カ ○ ○

ア ● ● ●

イ

ウ ● ●

エ

3 4 0 0 0 3 0 0 5 0 0 5 0 5 2 6 3 3 0 39

ア ◎ ○ ◎ ◎ ○

イ ○ ◎

ウ ○ ◎ ◎ ○ ◎

エ ◎ ◎

オ ○ ◎

カ

キ ○

ア ● ● ● ●

イ

ウ

エ

オ ●

評価方法・評価材料 知
記述の
点検

ワーク
シート

原稿 ワーク
シート

ワーク
シート

ワーク
シート

ペー
パーテ
スト

ワーク
シート

ワーク
シート

原稿 ペー
パーテ
スト

原稿 ワーク
シート

テスト ワーク
シート

原稿 原稿 テスト 原稿

思
記述の
分析

記述の
分析

原稿 話し合
いの内
容

記述の
確認

記述の
分析

記述の
分析

話し合
いの内
容

記述の
分析

話し合
いの内
容

記述の
分析

記述の
点検

記述 記述 話し合
いの内
容

記述 話し合
いの内
容

話し合
いの内
容

話し合
いの内
容

態
行動の
確認

アン
ケート
データ

構成メ
モ

行動の
観察

ワーク
シート

字術の
点検

記述の
点検

行動の
観察

記述の
点検

行動の
観察

記述の
点検

記述の
確認

行動 行動 行動 記述の
点検

記述の
点検

記述の
確認

記述の
確認 70

○現代文単語や漢字などの暗記事項は定期的な小テストを行い、確実な「基礎・基本の定着」を図ります。

副読本

学習方法のポイント

○現代文探究では、論理的文章・文学的文章の読解を通して物事を多面的に見る力の定着を図ります。必ず授業の復習をし、単元ごとの振り返りをしましょう。
○定期的に課題を課します。意欲的に取り組み、確実に提出するようにしましょう。
○定期テスト以外に語彙力の定着を図るための小テストを行います。常に学習の定着の度合いを確認するようにしましょう。
○ノート、ワークシートは自分だけの参考書だと考え、きちんと整理し、テスト前の振り返りができるようにしましょう。
○平日、休日の学習計画を立て、家庭学習の習慣化を図りましょう。

備　考

初見問題含む、副教材からも出題中　間

○学力の定着度合いに応じた講座を開講し、学力に応じたサポートを行います。

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
るようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に
関わろうとする態度を養う。

筑摩書房　『論理国語』『文学国語』

指導事項・言語活動例

・評論・小説を読むための新現代文単語（いいずな書店）
・入試現代文へのアクセス（河合出版）

初見問題含む、副教材からも出題

初見問題含む、副教材からも出題

初見問題含む、副教材からも出題
２学期

３学期

期　末

中　間

期　末

学年末 初見問題含む、副教材からも出題

学習サポート

〔
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等

〕

(2)

論理的な文章や実用的な文章を読み，その内容や形式について，批評したり討
論したりする活動。

社会的な話題について書かれた論説文やその関連資料を読み，それらの内容
を基に，自分の考えを論述したり討論したりする活動。

関心をもった事柄について様々な資料を調べ，その成果を発表したり報告書や
短い論文などにまとめたりする活動。

〔
知
識
及
び
技
能

〕

(2)

特定の資料について，様々な観点から概要などをまとめる活動。

設定した題材について，分析した内容を報告文などにまとめたり，仮説を立てて
考察した内容を意見文などにまとめたりする活動。

社会的な話題について書かれた論説文やその関連資料を参考にして，自分の
考えを短い論文にまとめ，批評し合う活動。

設定した題材について多様な資料を集め，調べたことを整理して，様々な観点
から自分の意見や考えを論述する活動。

A
　
書
く
こ
と

(1)

実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について，書き手の立場や論点な
どの様々な観点から情報を収集，整理して，目的や意図に応じた適切な題材を
決めること

(2)

主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めること。

情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を
深め
使うこと。

推論の仕方を理解を深め使うこと。

情報の妥当性や信頼性を吟味しながら，自分の立場や論点を明確にして，主張
を
支える適切な根拠をそろえること。
立場の異なる読み手を説得するために，批判的に読まれることを想定して，効果
的な文章の構成や論理の展開を工夫すること。
多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり，根拠や論拠の吟味を重ね
た
りして，主張を明確にすること。

文章の構成や論理の展開，表現の仕方について，書き手の意図との関係におい
て多面的・多角的な視点から評価すること。

文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めること。

文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など，文章の構成や展開の
仕方について理解を深めること。

言葉には，言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあ
ることを理解すること。

論証したり学術的系な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量を増
し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。

論理国語

文学国語

１学期

合
計

教科書
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と
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(1)
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方
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文章の構成や展開，表現について，自分の主張が的確に伝わるように書かれて
いるを吟味し，文章全体を整えたり，助言を踏まえて，文章の特長や課題を捉え
直したりすること。

Ｂ
　
読
む
こ
と

文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明
確
にしながら要旨を把握すること。

読
む
こ
と

系統科目

現代文(2年必・２単位)

論理国語

文学国語

論理国語

同じ事柄について異なる論点をもつ複数の文章を読み比べ，それらを比較して
論じたり批評したりする活動。

5 国語科　　　現代文探究　　　　　　シラバス

科目名

現代文探究

単位数 履修

2

新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深めること。

学　期 教科書（単元）

定期テスト範囲（目安）　※追加・変更することもある。

必履修

対象学科・学年

2学年国際文科・理数科・普通科

個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど，文章全体の論理の明晰
せきさを確かめ，自分の主張が的確に伝わる文章になるよう工夫すること。

人間，社会，自然などについて，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値
観と結び付けて，新たな観点から自分の考えを深めること

設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に，必要な情報を関係付けて
自分の考えを広げたり深めたりすること。

(1)

学術的な学習の基礎に関する事柄について書かれた短い論文を読み，自分の
考えを論述したり発表したりする活動。

文章の種類を踏まえて，資料との関係を把握し，内容や構成を的確に捉えるこ
と。

主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し，文章や資料の妥当性や
信頼性を吟味して内容を解釈すること。

関連する文章や資料を基に，書き手の立場や目的を考えながら，内容の解釈を
深めること。


